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本日お話ししたいこと

アジャイル組織のなかでのQualityのつくり方
↓

QA軸に組織の向き合い方について考える



Is QA unnecessary?



役割としてのQAはいらないのか？（スクラムガイドの記載から抜粋）

■開発者(P.6)
・完成の定義を忠実に守ることにより品質を作り込む。

■スプリント(P.8)
・スプリントゴールの達成を危険にさらすような変更はしない。
・品質を低下させない
・プロダクトバックログを必要に応じてリファインメントする。
・学習が進むにつれてスコープが明確化され、プロダクトオーナーとの再交渉が必要に なる場合がある。

■スプリントレトロスペクティブ(P.11)
・スプリントレトロスペクティブの目的は、品質と効果を高める方法を計画することである。

■確約（コミットメント）：完成の定義(P.13)
・完成の定義とは、プロダクトの品質基準を満たすインクリメントの状態を示した正式な記述で ある。

QAという記載はないが、品質が重要であることは間違いない。

出典︓スクラムガイド https://scrumguides.org/docs/scrumguide/v2020/2020-Scrum-Guide-Japanese.pdf



開発者が品質を意識すればいい？

pよくある認識
開発者 ≒ プログラマー

pスクラムガイド
開発者 ⊃ デザイナー、プログラマー、QA



さまざまな役割に精通した開発者（=オールラウンダー）

採用：難易度高

育成：難易度高

様々な役割に精通した開発者はいない？



採⽤︓レベルが⾼すぎて⾒つけることができない

オールラウンダーはみつからない 少数のオールラウンダーだけでは
最高のパフォーマンスは出せない



育成︓オールラウンダーの育成は難しい

技術・知識の幅
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1人1人のオールラウンダーの積み上げ → オールラウンドなチームを目指す



⼀⼈のオールラウンダーが率いるチームはプロジェクトリスクが⾼い
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ハレの求⼼性とオールラウンダーについて



オールラウンドなチームを⽬指す

デザイナー フロントエンド QAバックエンド



オールラウンドなチームのスキルと伝播の⾒える化
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チームの作業の⾒える化とスキルや業務の伝達

⾮同期な作業

同期した作業

︖



モブワークから始めよう

Step1︓同じものを⾒て喋る環境を⽤意

⽬の前の作業を物理的に推進する⼈
（コードを書く、ドキュメントをつくるなど）

⽅向性を⽀持する⼈ナビゲータ

ドライバー

Step2︓ドライバーとナビゲータにわかれて進める。

能⼒値の⾼いメンバーが背景や歴史
効率的な⽅法論やトレンドを語ったり

ときには他のナビゲータとディスカッションを⾏い
知識継承を⾏う

ドライバーはドライブすること注⼒
時には議論に参加

相互レビューのリードタイム割愛



技術⼒とは別に必要な推進⼒
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市場ギャップでしかフィード
バックを得られず後⼿にま

わったり
致命的な障害を⽣む



どんなQAが必要なのか
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まとめ

QAという役割はなくならないし必要である。

１）QAの専⾨性や推進⼒を軸 → 他の⼈にも教える活動をする
２）共有することで、⾃⾝も詳しくなるように巻き込む

⽅針
・チーム全体でオールラウンダーになる
・そのための、星取り表やスキルの⾒える化
・スキルや経験を伝播
・進みたい⽅向性を共有しスペシャリティをもつ⼈材を計画的につくる
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